
■JIMTOF2016 開催 
    
日本国際工作機械見本市 JIMTOF2016 が開催されます。 
２年に１度の工作機械業界の最大のイベント！ 
昭和 37年に大阪で開催された JIMTOFが初めての開催。 
自分はスター精密に入社して間もない頃、大阪で開催された 
JIMTOFに見学者として出張させてもらいました。 
機械は何が出ていたのか今は思い出せません。 
しかし展示会終了後に先輩にご馳走になった初めて食べた 
明石焼きの味は今も鮮明に覚えています。 

※スター精密からは最新の６モデルの出品！  会場でお会い出来れば嬉しいです。 

 

 

 

 

      
 

少し前迄は、休日になると子供たちを連れ動物園や公園に行くのが楽しみでした。 
しかし近頃では子どもたちの学年も上がり、部活や友達と遊ぶのが楽しい様 
で家族で出かける事もとんと少なくなってきました。 
最近では妻と二人でぶらり旅に出ます。先日はひょんな流れから神田見物。 
先日の旅ルート 神田薮そば（腹ごしらえ）⇒ニコライ堂（ちょっと懺悔） 

⇒神田明神（商売繁盛祈願）⇒コーヒータイム⇒帰宅 
次は紅葉の時期に神宮外苑のイチョウ並木の散策に出かける予定でいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■中古買取強化中 
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※神田明神前で久しぶ
りのツーショット。 

 両津勘吉には非番で
会えませんでした！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■工作機械全般の受注状況と自動盤業界の市況 
    
日工会発表の工作機械の全体の受注額は厳しい状態にある。9 月の速報値でも前年 
同月比 6.3%の減少だった。これはアジア・国内向けが振るわなかった為だ。 
受注額の前年割れは 14か月連続しており。特に目立った材料も無い事から厳しい 
後半戦になる事が予想される。 
かわって自動盤業界はどうか、全体的には昨年末からの厳しい状況に劇的な変化は 
見られないが、9 月末頃より一部のお客さんでは風向きが変わって来ている。 
小ロットの若干難しい加工の仕事で忙しく、作業者が足りない状況が見受けられる。 
廃業等でこの様な加工の対応先が減少している背景もあるがそれだけでは無い。 
中古機械が欲しい方からの電話・メールも増えている。「中古自動盤でスターの 
〇〇-20型は無いですか！急いでいます」この様なお問合せの電話も増えている。 
忙しい方とそうでもない方の二極化は更に進んでいるが薄日が差し始めており、 
生き残りをかけた活路は必ずある。 

    
■ネジの締め付け手順とトルクについて 
    
皆さんは自動車のタイヤ交換を行ったことはありますか？ 
自動車用タイヤの締め付けネジの個数は 4 個または 5 個が一般的ですが 
その締め付ける順番を考えたことはありますか？ 
答えは対角線の順に締め付けます。つまり、4 個の場合は十字に（上→下→右→左等） 
5 個の場合は星を描くように右または左回りで 1個飛びに絞めます。 
ちなみに 6個の場合は上、下、右または左隣の対角線の順番で締め付けていきます。 
なお、一度に本締めするのではなく、数回に分けて少しずつ増し締めし 
最後にトルクレンチ等で本締めを行います。 
    
 工作機械に工具ホルダー等を取り付ける場合にも同じことが言えます。 
タレットヘッドを有する機械に工具ホルダーを取り付ける際、固定ネジが 4 本であれば対角線上に数回に分けて
締め付けるようにしましょう。なお、取り付け面、ネジ穴及びネジには切粉等無い様に清掃、エアーブロー等を
施してから取り付けて下さい。 
    
 また、ネジの種類、サイズにより締め付けトルクが異なります。参考までに六角穴付きボルトの締め付けトル
クを下表に示します。 
【トルクの単位】最近ではＳＩ単位系（Ｎｍ）が一般的ですが 従来の重力単位系（Ｋｇｆｍ）の表記の方が分
かりやすいため ここでは重力単位系で説明します。 
例えば、六角穴付きボルトＭ６の締め付けトルクは下表により１．４Kgfm です。簡単に言うと柄の長さ１ｍの
レンチを使用し１．４Ｋｇの力でネジを締めると言うことです。 
しかしながら、１ｍのレンチなどありません。一般的に柄の長さが１２０ｍｍのレンチの場合、柄の長さ１００
ｍｍの箇所を手で握って締め付けるとすると長さの比率は１対１０ですから１．４×１０＝１４Ｋｇの力で締め
付ければ良いということになります。 
もっと簡単に言うと、パイプ等を使用しないでレンチを普通に締めれば適正なトルクでネジが締まると言うこと
になります。六角レンチセットを見れば一目瞭然ですが小径サイズのレンチより太径サイズのレンチの柄が長く
なっており同じ力で締め付けてもより強く締まるまるということです。 
 注意してほしいことが一つあります。プラスドライバーで締めるネジは締め付けトルクが六角穴付きボルトの
１／４と格段に小さいということです。つまりドライバーは握りの部分を手で握って締め付ければ十分な締め付
け力が得られると言うことです。 
 

ネジの呼び 締め付けトルク 

Ｍ３ ０.１８Kgfm（１.８Ｎｍ） 

Ｍ４ ０.４１Kgfm（４.０Ｎｍ） 

Ｍ５ ０.８３Kgfm（８.１Ｎｍ） 

Ｍ６ １.４０Kgfm（１３．８Ｎm） 

Ｍ８ ３.３７Kgfm（３３Ｎｍ） 

注）六角穴付きボルトの場合 

 

 

 

 


